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.緒 言

「ワグヂール」ノ・昭和7年 以降約800人 二使用 シ

タルモ昭和13年 迄 ハ1000倍 液 ノ使用 二止 メタ

リシガ、 昭和13年 以降ハ1000倍 液 二 次 デ100

倍 液 テ使用 シ居 レリ。而 シテ100倍 液 テ注射 シ

タル患者 ノ内3名 二於 テ注射局所 ノ化膿 ガ比較

的強 ク且 ツ逡 高潰瘍 二陪 リタ リ、 此 ノ 患者 二

「ワ クナー ル」ノ数果 テ左程期待 シ居 》 ザ リ シ
　

ガ、潰瘍形成 ト同時 二臨 床的症歌 モ著 シク輕 快

ノ傾向 テ取 リ、逡 二恢復 シタル事二注 意 テ抱 キ

タリ。斯 ル謹例 二遭遇 シ初 メテ本「ワクナール」

ノ使 用法 如何 二因 テノ、著 シキ数 果 テ現 ノ、ス事 二

考 テ致 シ、其後今 日二至ル迄4ケ 年籐 二亙 リ、.

約400人 ・=¥Sシ テハ化膿 ハ潰瘍 ノ形成 テ標準 ト

ナ シ治療 テ試 ミタリ。本 「ワクナrル 」テ使用 シ

始 メテヨリ約800入 二慮用 シタルモ、多 クノ・最

後 ノ韓蹄 ラ見 ズ シテ中止 スル ノ止 ムナキニ至 レ

リ、.師チ其 レノ・第1、 肺結核末期患者、第2、

治療 申轄地 シタル者、第3自 魔症歌恢復榮養佳

良 トナルニ及 テ自ラ治療 ヲ中止 シタルモ ノ等 ナ

リ。 此内第1ノ 患者例 ノ・當然死 ノ轄録 テ取 ルモ

ノナルモー時輕快 シタル事 モ アリ、第2ノ 患者

例 ハ治療患者薮 ノ大部分 ナ リ、今 「ワ クナールJ

ノ注射 ラ中止 シタルモ ノヲ除 キ231名 二就 キ調

査 シタル成績 テ以下記述 セ ン トス。

「ワクナー ノ甫 ハ之 テ皮 下 二注射 スル事 二因 テ注

射局部 二硬結、時 トシデ化膿潰瘍 ヲ作 ル事 ア
ち

リ、其等 ノ局所反慮 ト、 マントー氏皮内反慮、

結核菌 ノ喰菌卒1叉 結核菌 ノ検出ノ歌態、赤血

球沈降速度、X像 ノ攣移等 トハー定關係 アル事

ラ知 リ昭和16年4月 第19同 結核病學會ニテ襲

表 シ、昭和17年4月 ニノ、第20同 結核病學會二

於 テ治療患者100名 一:一就 テ臨林的観察 ラ主 トシ

タル綿密カル諸検査 ノ結果80%以 上 ガ殆 ド治

癒 シ、又ノ、極 メテ良好二轄化 シタル事 テ報告セ

リ。

2.患 者 ノ選揮

結核 ノ治療成果 ノ良、不良ハ圭 トシテ治i療患者

ノ選揮如何二蹄 ス、帥チ腺結核又ハ皮膚、骨、

關節ノ結核二封 シテ相當 ノ数果 デ牧ムル事ノ、如

何 ナル方法 テ以 テシテモ得 ラル ・ナラン、然 シ

治療申二於 テ治i療剤 ノ爲 メニ不快ナル副作用テ

俘ヒ壇悪スル揚合モ相當 アルベキ事ハ何人モ肯

定 スル慮 ナルベシ、余ハ特二適慮者 ノミラ選揮

シタルニ非ズ セテ治療 テ乞 フ者全部 二 封 シ∫ワ .

グナール」注射 テ試 ミタリ。 帥 チ800名 以 上 ノ

結核患者 二本 「ワクナール」テ使用 セ リ。但 シ重

症肺結核 ノ、止 ムヲ得 ザルモ ノ ぎ他ハ 「ワグナ_

ル」ノ使 用 テ止 メタ リ
。事情止 ムヲ得 ズ、.叉一面

ニハ「ワ クナール」二依 テ如何ナル経過 ヲ取 ルカ

テ試 ミン トシテ少藪例 ニハ使 用 セ リ斯 クノ如 キ
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歌態 ノ許 二「ワグナー ル」テ注射 シタル故 二多少

不快 ナル出來事 二遭遇 スベ ク心 二期 シ居 リタル

モ實二意外 ・・.シテ然 ル症例 ハ今迄1例 毛遭遇 セ

ズ、而 シテ副作 用 トシテ皮 下注射部 二於 ケル硬

第1表 「ワグナール」接種患者一魔表

驕 種 類i患 劉

ド讐 豆凱器瓠・・ 第 三三 期i35・ ・

1"末 劉3・"

漣 線 結 核3鱒
i腹 膜 結 核3"I

l小 見 結 核}15,,

結 ト、時 トシテ化膿叉ハ潰瘍 ヲ生ズ、斯 ク化膿

潰瘍ヲ生 ジタル患者二在 リテハ結核症獣ハ望外

ノ良結果 ヲ牧 メタリ.

市井 ノ…開業馨肉 レバ「ワクナール」使用二適慮

スル患者 ノミテ選澤 スル事ハ勿論且 ツ叉多藪 ノ

結核患者ヲ集 ムル事モ亦困難ナリシガ前 ノ晶川

健康相談所長f∫津義忠博士 ノ慮援ニヨリ比較的

多撒 ノ症例 テ得.231名 轟就テノ・終始良 ク之ラ

観察 シ得 タリ、其 ノ病類 第1表 二示 ス如 シ。

帥チ肺結核140名 アルモ其 ノ中65名 ハ数果 ラ

期待 シ得ザ ヌレ症例ニテ殊二30名 ハ 重症末期

ノ患者ナリ.斯 ル重症患者ハ何 レモ使用圏外轟
ゆ ち

置 ク可 キモ ノナ ルモ他 ノ募考 トモナ ラン功 ト考

ヘ テ使 用 シ、此慮 二記 述 セ リ。

3。 余ノ 「ワクナー ル」使 用方 法

「ワグナール」使 用當初 ヨ リ約5年 間 ハ常 二市販

費品二添附 シアル使用書二從 ヒ其 ノ方法 ト分量

トヲ守 リシモ時 トシテ注射 局所 二化膿潰瘍 テ形

成 シタル患者 アリ、其 ノ轄聾卸 チ際後 ノ甚 グ良

好 ナ リ評 二顧 ミ始 メテ以下記遠 スル方法 ト分 量

ト轟改 メタ リ。 β

(1)「 ワ グナールj注 射 前先 ヅfvン トゲ ンJ窟

眞、 赤沈 速度、 マ ントー氏反慮、喰菌現象拉二

喀疲 中 ノ結核 菌検索等 ノ惣合診臨 テ行 ヒ同時 二

患者 ノ既往拉 二現症 二就 テ精密 二症 状 ヲ診査 ン

疾病 ノ程 度 ヲ定 ム。

注射方法 ハ主 トシテ上搏 ノ外側 テ選 ビ注射針 ノ・

「シックテス ト」様 ノ極細 キモ ノテ貝 テ普通 ノ皮

下注射法 二因ル、而 シテ注射部 ニハ絆創膏 ヲ貼

布 セズ.

注 射間隔 ハ5日 一1週 閥 ヲ置 キタリ,

(2)使 用 同撒及其分量,1000倍 液 子第1同0。1

ccヨ リ始 メ使 用書規 定通 り層 シ1,0cc二 蓬 ス レ

バ之 ヲ持績 シ全注射 同撒20同 以上 二及 ブ、然 ル

後100倍 液 二移 リO.1ccヨ リ 更 二檜 シテ10同

乃至20同 ノ注射ツ行 フe此 場合特筆 スベ華事

ハ1000倍 液 ノミ…テ硬結、 化膿 ラ現 ハ ス ト錐

モ其等 ノ清失 ヲ待 タズ、尚叉患者 ノ諸症状 ノ輕

重、熱 ノ有無等 二係 ラズ、前記5日 乃 至7日 ノ

間隔 ヲ置 キテ注射 ラ綴績 シタリ。

荘 射分量 ノ・2歳 以上 ノ小見 モ大人 モ同分 量 ニテ

1000倍 液 及100倍 液 共 二 〇.1ぐ・Gリ 始 メ、0.2、

0.3、O.4、O.6、O,81ecノ 順 二行 ヒ而 シテ1000

倍 液 、100倍 液 共1回 ノ注射量1cc二 達 スレバ

更 二同分量 ヲ反 覆注射 シ何yモ 縮 同数20同 以

上 二至 ルモ化膿 ノ爲 メ其注射間隔少 ナキ100倍

液 叉 ハ1000倍 液 … テモ10同 内外 ・:一テー時 中止

スルコ トデ アル.

生 「ワクナール」注射二因ル局所反慮 卜病機 トノ關係

今結核患者 二余 ノ方法 ヲ以 テ「ワ クナール」ラ使

・用 シ其 ノ数果 テ判 定 スルニ當 リ患者 ノ各例 二就

テ詳記 スルノ・當然 ナ レ ドモ紙融 テ省 キテ総括的

晶以下逐次記述 セ ン トス.

(1>「 ワ クナPtル 」注射 ユ因 ル局所反慮 トマ

ンツー氏皮 内反慮 トノ關係

「ワグナー ル」注射 ニ ヨリ局所 ノ硬結拉 二化膿 ト

ヱ三=L二 氏皮 内反 慮 ノ關係 ヲ記述 スルニ當 リマ
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肇

ントー氏皮 内顧 翻 陽性者 ト同強陽性者 ト陰性 ・・(口)マ ン"一 氏皮 内反慮強陽性者 ∠場合

者 トー=別ツ テ便宜 ナ リ,ト信 ジタ レバ今 此 ノ3大 嚢病後5ケ 月一1年 内外 ノ者 ニ シテ臨躰所見拉
　

別 ノ上一・・立 チテXft""・ン トズ(第2表)。 二胸部 ユ於 ケル「vン トゲ ン」陰影明瞭 二現ハ レ

第2表rワ クナ_ル 」注射二因ル局所反慮 而 シテ有熱 無熱 ノ経過 テ辿 リ又多 クハ喀疾中

トマソトー氏皮内反慮 トノ關係 結核菌 テ認 メ得 タル者、又 ハ腹膜結核 ニテ腹部

購 鑑騨欝難 難鷺 熱蕪1舞騰
弱幽 墨5名 淋巴腺ノ腫脹力購 槻 一蛛 ナルー翻

悪 塑 難蘇騨 灘1
強陽性 千倍液95名 塾シテモ中等 度 ノ患者 ニ テ胸部 「レン トグ ン」爲
者 眞陰影明瞭

a現 ノ・レ、 熱 ノ・37度5分 以上8度
126名 百倍液115名

内外 テ縫 緬 シ、全 身倦 怠食氣不進 ナ ドテ訴 へ、

百倍液126名 咳噺 喀疾 ア リテ胸部 ハ打聴診 上明瞭 ナル臨 休所
　　　ニト

陰性者千倍液20名 見 テ認 メタル者。之等 ノ患者ソ・何L/モ1000倍

.認 名百倍液5名10名 液0.2cc叉 ノ・0.3ccノ 注 射量 ユ達 スル ト結節 ラ

ペ
(イ)マ ント 氏皮内反慮弱陵牲者ノ場合 現ノ・シ、且ヅ注射局部 ノ・螢赤腫脹 シ歴痛 ヲ豊

極テ初期肺結核患者 ニテ臨躰的所見明瞭 ナ ラ フ・爾1000倍 液1・Occ二 蓬 シ5・6同位 ノ注射
ズ、尚胸部 「レントゲン」陰影 モ唯僅二肺門部淋9テ 硬結ノ・大 トナリ省引績キ注射同藪10同 以

巴腺 ノ梢 ≧腫脹 スルテ認 ルノミニテ喀疾中結核 上二至 レバ化膿 テ起 シ時二潰瘍状態二陥ルモア

菌 ノ1謹明困難、唯時々微熱 テ嚢 シ全身倦怠ラ來 リタリ・又ノ・1001}倍液20周 注 射 後100倍 液

シ、多少 ノ感冒感 ヲ訴 フル程度 ノ者及ビ腹膜結3・4同 ノ注射ニテ硬結及ビ化膿益 ≧甚 シク、其

核 ノ初期ニテ鯵 腸部膨満及 ビ全腹部緊張又ノ・ 鵬 考慮セズ100倍 液 姓 射購 テ塘ス=從 ヒ

多少硬固ノ感 アリ、微熱ノ・1、2週間纏績 シタル 化膿部多数二現ハv且 ツ潰瘍二陥 リ易 シe斯 ル

患者、叉頸腺結核 ノ初期郎チ頸部淋巴腺腫脹ハ 患者r生 ジタル此 ノ硬結化膿ハ容 易ク清失 シ難

碗豆大或ハ極細少 ノモノ藪掴鰯 レテ中等度 ノ硬 シ。又3・5ケ 年縄過 シタル患者ニテ肺臓以外二

度テ有スル患者叉ハ小見結核 トシテモ之又極 メ 績獲結核ナ久 ヱ とトー氏反鷹陽性殊二水泡ヲ

テ初期=f時 々微熱 全身倦怠、咳漱食氣不進 、形成スノ堵 二於テelOOα 倍液叉 ハ100倍 液24

等 ラ訴 フル者、 此 ノ如 キ程度 ノ患者二在テハ5同 以上 ノ注射同激二達 シ初 メテ硬結化膿テ現

1000倍 液10同 以上 ノ注射 テ綾行 スレバ小チル ノ、スモ ノモアリ。 、

硬結 テ新生 シ、注射同薮14向 乃至18同`=raス(ノ ・)マンむ=氏 皮内反鷹陰性者 ノ場合

レバ更二硬結明瞭二現ハ レ、爾20同 内外 二蓬 之ハ極 メテ輕症ナル初期患者拉二末期患者 ノ雨

シテ断 ク化膿 スル患者2、3ラ 見タリ。後100倍 者ナリ・前者ハ外見上殆 ド健康者 ノ如 ク唯時 ト

液注射14、5M以 上20同 二達〃 バ注射局所 ノ シテ微熱 綴 シ、全身倦怠テ訴刀 レコトアリ、

硬結 ト化膿 ヲ起 ス患者4,.5名 アリタリ、此程度 胸部「レントゲン」爲眞 ノ陰影ノ・肺門部ニノミ僅

ノ患者ハ例へ硬結化膿ヲ起 スモ直二滑失シ易キ ニ認ムル程度ニシテ叉小見結核拉二腹膜結核頸

ガ如 シ・ 腺結核 ノ極初期、以上 ノ状態 ノ者 二藪 十回 ノ

ノ

10回 一

20同

15回 一
20同

3同 一一

5同

14同 一

20回

3同 一・

10回

55名
奪

65名

121名

126名

幽

126名

10同 一

20同

20同

126名

扁一
20名

20同25名
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「ワクナール」注射 テ施 スモ硬 結叉ノ・化膿共 二現

ノ・レ難 久 稀 二現 ノ・ル ・ガ如 キ事 アルモ容易二

潰 失 ス.
き

嚢病後2-6年 経過後叉ハ重症者拉二極 メテ悪

性 ノ者部チ喉頭結核、腸、腎臓及痔癒等 ノ如 ク

他 ノ臓器 二合併症テ呈 シタル患者ハ多ク陰性ナ

リ。噺 ル者晶ノ、「ワグナールJ、1000倍 液及100

倍液 デ撒十同注射績行スルモ殆 ド大多藪 ノ者ハ

硬結 モ化膿モ現ハザズ.只 例外 トシテ硬結 ノミ

叉ノ・化膿二陥ルラシキ檬 二思ハル ・程度 ノ糞赤
噸

テ呈 スルモ之ハ速 二潰失 シ去 ル.

(二)「 ワクナー ル」注射 二由ル局所反癒 ト病 機

トノ關係

「ワクナー㌃」ラ注 射 スル事 二因 テ現ハル ・硬結

及化膿 ノ状態二因 リ病 機 ノ判定 テ窺ハル。 ・

(1)初 期(第1期)此 ノ期 二於 テハ1000倍 液10

-一一20同 内外 ノ注射 ニテ硬結 ヲ現 ノ、シ叉100・ 倍

液10同 以 上 ヲ注 射 スル"・'及 ビ其 ノ硬結 ハ明瞭

トナ リ中ニハ化膿 テ來 ス者 モア リタ リ.而 シテ

1000倍 液 又 ハ100倍 液 ヲ20同 以 上注射 シテ 硬

結及 ビ化膿 ラ現ハ サザル者 モ稀 二認 メタ リ.概

シテ云ノ・・"1COO倍 液20同 内外 ノ注射aテ 硬結

現 ノ・レ化膿 ハ殆現 ハyザ ル者多 ク、又100倍 ノ

注射 ユテ漸 ク化膿 ラ現 ハ ス者 モア リ。 マ タ現 ハ

サザ ルモ ノモア リタ リ.

(2)中 等 症(第2期 〉此 ノ期 二 於 テノ・1000倍 液

ヲ4-10同 位 注射 ス レバ硬結 ハ明瞭 二現 ノ・レ且

腫脹 獲赤 シ、 多少 ノ歴痛 ヲ麗 へ、 注 射同歎17

-20同 二達 スvバ 多 クハ 注射局 所 二 化膿 ラ來

シ、 甚 シキハ潰瘍 二隔 ル、更 二100倍 液 テ10

同 内外注 射 スルニ至 ↓!バ硬結大 トナ リ化膿 モ著

シク且ツ潰瘍 二陪 ルモ ノ多 シ、 本期 ノ患者 二於

テハ生成 シタル硬結蚊 二化膿 ノ・容易二清散 シ難
♂

キ者多 シ、

(3)重 症 く第3期)此 ノ期 二 於 テハ1000倍 液 叉.

ノ、100倍 液 数 十同注射 シテモ硬結、化膿 ノ、起 シ

難 シ、叉稀 二例 へ硬結、 化膿 ヲ現 ハ スモ其 レハ

速 晶清失 ス、然 シ時5シ テ1000倍 液20同 以 上

100倍 液30同 内 外 ノ注 射後化膿 ヲ 生 ジ、 其 レ

ガ比較 的長 ク持綾 スル者 モア リタ リ,

(4)末 期 此 ノ期 ノ患 者ハ1000倍 及100倍 液

撒 十同注射 スルモ硬結化膿 ハ殆起 シ難 シ、 萬一

ソ レガ現 ハル ・事 アル モ2、3日 ノ後aハ 完全 二

吸牧 清散 スルニ至ル.

5.「 ワク ナー ル」注 射 二由 ル病 機 ノ纏過

(1>「 ワ グナール」注射・ト結核 菌二封 スル喰

菌卒(第3表)

喰 菌率ノ・症病 ノ各期 二因 リ栢違 ヲ見ル,又 「ワ

グナー ル」注射後 二於 テモ亦其 ノ疾病 ノ各期 二

因 リ喰菌率 二差 ラ認 へ 帥 チ健康者 二在 テノ・約

10%ヨ リ20%位 ナ ルモ肺結核初期1叉ハ第1期

ノ患者蛇 工小見結核、腹膜結核、頸 腺結核 ノ初

期 ニア リテノ、健康者 ヨリモ稽 ≧高 ク約18%ny

25%位 ナ リ斯 ル 者A「 ワクナ・一ル」1000倍 液 及

100倍 液 ノ注射 同数 ヲ櫓 ス轟從 ヒ檜加 ス、 即 チ

1000倍 液 ノ注射20同 以上 二達 ス レバ 硬結 ノ現

ノ・レル ト共`=40%内 外 ノ高傘 テ示 シ、100倍

液 注射20同 以 上 二建 ス レバ50%以 上60%位 ラ

示 ス、叉 注射同撒 男曾シ逡 二化膿 二陥 ル トキハ

70%-80%位 迄 ノ高卒 ヲ示 スニ・至ル。

肺結核第2期 拉 二小見結核、腹膜結核、頸 腺結

核 二在 リテハ喰菌率初期 ノ患者 ヨリモ 高 ク30

%-40%内 外 テ示 ス、此 レニ「ワグナール」1000

倍液 注射20同 内外 ニテ50%以 上 ヲ示 シ爾100

倍 液 注射20同 緬 行 ス レバ60%-70%内 外 二至

イレ、又硬結無敷 二且 ツ其 ノ大 サ ラ壇 シ同時 二化

膿 薮多 クナ リ逡 ユ潰瘍 二陥 レバ80%-95%内

外 ノ高卒 ラ示 スエ至 ルテ認 ム、 重症患者 ユ於 テ

ハ其 喰菌傘初期及2期 ノ患者 二 比 シ却 テ低 ク

15%一 一25%内 外 ヲ示 スモ ノ多 シ、斯 ル¥¥.=rワ

クナール」1000倍 液 叉ノ・100倍 液 ノ注身撒+同

ラ重 ネテモ喰菌傘 ノ檜加 スル モ ノ少 ク唯僅 昌

30%内 外 テ示 シタリ、然 シ「ワ クナー ル」注射 二

因 リ40%-50%内 外 二irElli加シ)ル 者稀 二認 メ

得 ル事 モア リ列 。末期 ノ患者 ノ・其喰菌卒一癒
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第3表 「ワクナール」注射 》結核菌二封スル喰菌率

第 一 期

喰菌率
ド

注 射 前 千倍液注射後 百倍液20回幽 結 節 形 成 後
後結節新生 ト共ニー1猛_膿2共 三_

一い一 一一一 ㎝

20%-25% 40%-45% 50%欄%}70%-80%

一 ㎜　晶楠

_"晶_____f___…

第 二 期
望一 ▼㎞

喰菌奉

一}r　 淵一 一一_
一

注 癌射 前
千倍液注射後
結節形成ト共二 鞭 穫 劉 百倍灘 射後レ絢鯉麩 塵

170%-80%
き

{

化膿形成 ト共ニ
ノ…}　 一 一帰

30%-40% 50%一 ・60% 60%一 一70%} 80%-95%
一 … 一

第 三 期

帰

}

喰菌率
/

欄 胴_n購i

点… … ▼__一_

注 射 前i千 倍灘 轍
一

百倍液注射後 ノ ・
…　 　 伽 楠　 Ψ 滞 』柵

。1

__一 一 昌 …… ㎝}一 『

1・髪彫 「25%-3・%135%一 囎%

　…膓 一 　 一"}一 一

藍

一　… … 　

末 期

喰菌率 軸

.も1注 射
剛 千倍灘 轍 隣 倍液謝,

よ

一{_一_

2%-5% 購 セ苅 墳加セズ ;
堺

竃

備考 喰菌奉・・231名 ヲ検査 シタル内ノ最少及最大百分傘ヲ以テ示ス

低 下 シ居 リ注射前50%以 上 デ示 サズ。叉 「ワク

ナ・一ル」ノ1000倍 液 及100倍 液 注射数 十同績行

スルモ喰菌 傘ナ曾加 スルモ ノナ シ。'

(2)「 ワ クナ・一ル」注 射後 二於 ケル赤血球沈

降 速 度 ト病 機 トノ關係(第4表)

(イ)結 核(第1期 〉患者==於 テハ赤沈 速度ハ健

康 者 ト大 差 ナ クEPチ 健康者 ニ シテ男子ノ・1時 間

李均速 度1mmヨ リ・4mm/ee==ア リ、女子ノ・

1mm乃 至11mmノ 間 ラ上 下 シテ 「ワクナー

ル」注射後 二於 テモ何等左右 サ レザルナ リ。

(ロ)肺 結 核(第2期)患 者 二在 リテノ、赤沈速度

ノ・1時 間李均速 度30mm--50mm位 二達 スルモ

ノ多 キモ、 「フ クナー ル」1000倍 液 注射20同 内

外 二至 リ病 機 ノ状態良好 二轄 ズル ト共 二其速度

約 牟減 トナ リ、省10(壁 液 注射後化膿 ヲ起 スニ

至レバ餅 朧 躍 痢 期ノ麺 上epチ5

mm-10mm位 トナ レリ。

(ノ・)重症及末期患者一"於 テ ハ1時 間4s均 約

70mm-一 一80mm位 二達 シテs例 へ「ワクナールJ

注 射績行 スルモ依 然 トシテ同檬 ノ速度 テ示 ス、

又末期患者 ノ如 キハ80mm以 上 ヲ示 ス者 甚 ダ

第4表 「ワ〃ナール」注射後二於ケル赤血
、 球沈降速度 ト病機 ㍗ノ關係

ヤ

初 期 、 第 一 期

赤沈
一時間

李均値

注 射 前
千倍液注射
後結節形成
ト共二

百倍液注射
後化膿形成
ト共二

6斑!n-7田{
…

5斑m-7盤m
1、

3搬 】殴一 一5組m

第二期及第三期

赤洲1剛 前履雛 離
・iト 共 二

百倍液注射
} 後化膿形成
ト共二

離 「漸 「 働 4-7

末 期
』{一 … …一… 　調

1… … 遅…

赤 沈 注 射 前
の1

一 　

}千倍液注射後 百倍液注射後

鵡 「ラ副 酬 遡
備考 赤血球沈降速度測定 ウニステルゾレソ

氏法ニヨリ検査ス.而 シテ楡査人員231名

二於テ其最少、最大値ヲ示ス

多 ク斯 ル患者 二「ワ クナール」テ撒 十同注 射 スル

モ其速度 依然 タリ.

(3)硬 結 拉 二化膿 ト結核病機 ノ消長

一般 二疾病 ノ各期 二於 ケル患者ハ 「ワクナール」
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1000驚 液 及100倍 液 注射 スル コ トニ 因 リ注 射

局所 二硬結 テ呈 スルニ至ル。斯 ク硬 結 テ生ズ レ

バ病機輕快 シー般 二良好 トナル モ
、硬結 丈 二止

ル者 ハ後 日再嚢 ノ傾 向多 シ
。然 シ化膿 テ來 ス患

者 二在 テハ臨林所 見及一般諸症黙輕快 シ、軍 二

硬 結 ヲ作 ル者 二比 ス レバー層 良好 ナル轄機 ヲ取

ル モ ノ甚ダ多 ク、且 ラ再糞 スルモ ノ少 シ1因 テ各

期共硬結 生成 丈二止 メズ、 化膿 テ呈 スル テ見 テ

ー 時注射 ブ中止 ス
、又 極 メテ初 期及輕症 患者 ノ・

1000倍 液 及100倍 液 数H司 注 射緬 行 ス ルモ 硬

結 ヲ作 ル ノミニ テ化膿 ヲ起 サ ・'ル患者 モ認 メタ

リ、之 レノ、小見 二多 シ、斯 クノ如 キ場合ノ、結核

菌 二封 スル喰菌 牽 ヲ促進 セシメル 爲 ユ1000倍

液 及100倍 液 各20同 内外 ノ注射 ヲ績 行 シタ リ.

(4)「 ワ クナー ル」注射 二因 ルrvン トゲ ン」

陰影 ノ消長

「ワクナールJ接 種 二因 テ疾病 ノ縄 過ノ、比較的長

ク然 モ詳細 二槻察 シ得 タル231名 二就 テハ「ワ

クナールJ接 種前拉ユー 定期間 ヲ維 テ改 メテ撮

影 シ其 ノ現 バ レル陰影 ノ攣移 ヲ追及 シタレ ドモ

此 ノ全部 二就 テ陰影像 デ示 シ、且 ツ其 ノ記述 ス

ベキナルモ絵 リニ紙 面 プ要 スルガ故二遣憾 ナガ

ラ之 テ省 キ只50名 二就 テ記述 セン(第5表 〉.

第5表

小

見

結

核

患

者

扇

:

～
ξ-

…

L

』ド

同

上

第

三

期

患

者{…ξ産ー……

ー「

ー蓼

…

同

上

第

二

期

患

者

…

ー
ー
ー

ーi

…ヒ

し

曹

肺

結

核

第

一

期

患

者……i…………輩…

年
月ケケ愚

朔0朔7
ξ

ー

…ー

ー

ーー
嘆
}3

㎜
2

9～

雪義3シナ一

シナ

引
「

け

4£4

釧
μ失消
・
了

　

ー

備

メ
、匠痢州ク

薄
場

ー

ー…
シナー ー3刊熱化

ー
E墓

ー

歴
匿

ー

ゆ

1少減

押シナーー
}
ー

匂ノ大

璽

淋講

講
蟻

韓
劇
影

像

今此 ノX線 寡眞ヲ通寛 シテ「ワクナール」接種前

}接 種後二於 ケル胸部X糸卿象テ比較検討スルニ

當 リ、其 ノ間隔ノ長短 ト病期 トニ由 テ差 アル

モ、注 射前 二現 ノぐレシ陰=影像 ガ注射後 二全 ク清

失 スル事ハ唯第1期 肺結核 二於 テノミ少藪 二之

ヲ』認 メタルニ過 ギズ。然 シX線 露眞像 ノ・「ワ ク

ナールJ注 射前 ヨリモ注射後 一 定期間 ラ経過 ス

レバ概 シテ縮少 スル カ叉 ハ薄 クナル事 ハ確實 ナ

リ。 ソバ第1期 、第2期 ・・:・於 テ特 二著 明 ナ リ。
の ミ を

又第1期 ヨリ第2期 肺結核:一於テ其 レガ明瞭二

認 メラル ・事ハ「ワクナー・ル」注射前 ノ胸部陰影

像ガ明瞭二現ハ レ居ル結果轟外ナラズ。数果 ノ

鮎 二至vバ 第2期 ヨリハ第1期 殊 二初期肺結核

二於 テ顯著 ナル事ハ他 ノ諸検査 ノ黙 テ綜合 シテ
ゆ

モ言呉リナキ事 ヲ信ズ。

(5)「フクナール」注射ニヨル臨林所見 ノ髪

化(第6表)

(イ)肺結核第1期 マントー 氏 「ツベルクリ

皮内反鷹陰性叉ハ弱陽性ニシテ赤沈速度モ左程

速 カナ ラズ、1時 間李均i速度6mm--7mm内

外テ示 ス患者ニテ晦々微熱盗汗、咳轍喀庚全身

倦怠等 ヲ來 シ叉喀疾中結核菌謹明ハ多クノ・陰性

ナレドモ・1・2ノ 患者ハ培養上a之 テ謹明 シ得

タリ。打鑛診 ノ所見ハ明瞭 ヲ鋏 クモ時二肺尖又

ハ肺門部二於テ徽 カニ呼氣 ノ銃利延長
、呼吸音

粗雑叉ノ・輕濁音 テ認 ムルコトモアリ。叉小見結

核 二於テモマント 氏皮 内反慮陰性叉ノ・弱陽性

ニ シテ赤沈速度モ遽 カナラズ シテ時々微熱盗汗

咳噺喀庚全身倦怠食氣不進等 ラ來 シテ時々元氣

無 クシテ外出 ヲ好マズ、打蕪診 ノ所見ハ是又明 欄

瞭ナラズシ塒 々主 トシテ肺門部 ユ於プ微 カニ

呼氣 ノ鋭利延長氣管枝呼吸音拉二輕濁音テ認ム

ル ゴけ リ・又腹膜結核ハ唯時々働 二腹部微

痛蚊晶腹部膨脹 ノ感 アリテ購 々微熱 ヲ來 スト

云 ヒ頸腺結核ハ2、3ノ 頸部淋巴腺腫脹テ鰯 レ同

時塒 々食氣不進全身倦怠等縄 フル事 アリト

云 フ・斯 ル患者 二 「ワクナール"ooo4g液 約十

同内外注射 スルニ至 レバ注射局所二多少 ノ硬結

現ハル ・二至ル、同時二前記症歌輕快 シ注射同

撒17・8同 二至 レバ硬結檜力・スル・・…從 ツテ蹴
一層良好 トナル

・翁「ワクナールJノ注射同藪 ラ

重ネ1000倍 液20融 　 100倍 液14 、5剛 上
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第6表 「ヲPナ ール 」接 種 二suル 臨 妹 所 見 ノ攣 牝

初期、第一期

臨
湖揃 ノ嫉 脚1 霜緊灘 履1

百倍液20同 内外
注射後結節形成後

化 膿 形 成 後.

殊 微熱、肩凝、時二盗汗 注 射 前 二比 シ結 節 形 成;無 熱 トナ リ、 肩凝 、1盗 ・全 症 状 清 失 ス,
所 ア リ.血 痕、全身倦怠 現 ハル ・二 從 ヒ、・其 ノ ・汗 、 血 疲 等 湾 失 バ 食 慾
見 食慾不振等ニテ肺炎及 圭症状漸次滅退スルヲ:塘 進、全諸症良好二韓
肺門部二呼氣 ノ鏡利、 認 ム.1ズ 。 ・

蚊二呼吸音不整ヲ聴 〃
一{__

1・
一 一_軸 騨 学

第 二 期 診
一 一 一__← 溜臨 一__ 唖 甲 一碑一 蝋 一 哺}楠 〔A㌦ 。一_____。.___∴L。 一_一 … 一 一 一

臨
段 謝前ノ撚 濡 耀 際 射麹 籍倍響o『疹射蔑/

齢

化 膿 形 成 後

蔓郷 護肇
翻 前 ノ諸症歌稽 く減
退.結 節形成スル ト同時
二爾一層良好ナルヲ

認 ム.

一 一一

盒 く諸症状滅退、或ハ トー層全般二清失シ、元
清失ヌ。i氣 同復ヌ。

i

§
へ … η'一 壇{ ㎝一 } _〆冒 …

重症、第三期
… … … 一 へ一 　 __ 一一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一一 一 …}皿 … …　 {{一 劉'… 一

臨 注 射 鳶言1隠 倍響 竪 攣L百 倍液2・同注射後1鵬 形 成 後

脈
所

'高
1購 績 軟 貧血甚 シ
ク、咳藪頻饗、胸部二

結節形成ジ難ク諸症状
モ亦攣化ナシ.

結節僅 カニ現 ハレ同時
二症状モ稽 く減退ス。

全症駿減退スルモ良好
二縛 ジ難シ.

見 ラッセ ル(柵)、 食 慾 鉄 除
{蓬 {菌G無 藪}}　 }皿 一一 　 …㎝}聖}一 蝋 …} 一 、_ 一____一 一 ⊥.一.__._______.

T

末期 ノ患者

蜘
『}一 〔 一 ㎜ ㎜ 　 {一_一__一 一 鮪 『P冨 一 一一 一 』一一一 一 一 一 一 一一勤 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一

注 射 前1千 倍灘 轍1酷 灘 轍1

質1欝 鶏 麟 欝 陣 モ現ハサ豊 ナi畢起教 シ・叉燗
一 一

二達 ス レバ注射局所逡 二化膿 スルニ至 ル
。斯 ク

ノ如 キ場合 ニハ臨殊的症歌殆 ド去 リマ ントー氏

反慮 ノ・強陽性 二轄化 スルモ ノ多 シ。 叉 タ1000

倍液20同 以 上100倍 液20同 位 注射 デ施 行 シテ

噸 結形成ノミー止リ化膨 起サ"梅 例モァ
リ、其者 ノ喰菌傘ノ、増進 スルテ以テ症病 ノ檜悪

ヲ防 グ爲二或ハ再嚢防止 ノ爲ニハ敷個 ノ硬結生

成丈二止メズ注射同藪20同 以上績行 ノ必要ア

リド

(ロ)肺結核第2期 、マ ントー氏反慮強陽性或

ノ、陽性 ノ者ニテ赤沈1時 間李均速度20rrim-30

mm甚 シキノN50mm以 上 ヲ示 シ嚢病後6ケ 月

以上1ケ 年 内外 ノ患者ニテ多クノ・喀疲中結核菌

テ認メ盟温38度 角外全身倦怠盗汗 アリ時々食

氣不進 テ來 ス者叉患者テヨリテで・稀 二獲病當時

ヨリ無熱ニテ唯咳噺喀疾 アリ喀疾 中結核菌ヲ認

メ得ル者モアリ,其 他臨躰所見及胸部i「t・ント

ゲ ン」陰影明瞭 ニシテ打診上主 トシテ鼓姓濁音

甕

門

或 ハ輕濁音 プ呈 シ聴診上呼吸音鋭利 延長、氣管

枝 呼吸音及有響性 水泡音 テ明瞭 ・:一聞 ク、」叉時々

血疾或 ハ喀血 テ來 シ全 身貧血、衰弱 テ來 ス患者

モ アリタ リ。
.叉 小見結核1ハ 此期 二於 テノ・胸部

「レントゲ ン」陰影 明瞭 ニ シテマ ン トー氏反慮ハ

強陽牲 ・:一・テ赤沈i速度モ早 クシテ其速度 ノ、30mm
- -50mm内 外 ヲ示 シ熱〉、38度 内外 ヲ認 ムルモ

之 レ亦大 人 ト同 ジ初期 ヨリ無熱 ノ経過 ラ以 テ來
み

,7!1小見モアリテ打診上輕濁音 テ呈 シ、i聴診上呼

吸音鏡利氣管枝呼吸音拉二有響性水泡音テ聞キ

テ全身貧血嚢弱 ラ來 ス小見多 シ。又腹膜結核ハ

腹部膨満又ノ・緊張疹痛 アリテ熱♂・38度 内外食

氣不進全身倦怠アリテ赤沈速度モ速 ク1時 間李

均速度40mm以 上ラ示 ス患者モアリタリ。.叉

打診上腹部鼓音テ聞キ全身貧血衰弱 ヲ認 メタ

リ。頸腺結核 ノ・頸部淋巴腺無撒二腫脹増大多少

ノ疾痛 アリ、叉或淋巴腺ハ既二化膿 シアルモノ

モアリ、熱ハ37度5分 以上 アリテ赤沈速度速

q
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ク同時 二食氣不進全身倦怠、貧血嚢弱 ヲ認 メタ

リ。斯 ル患者 二「ワクナール」1000讐 液45同 ノ

注 射 ニテ硬 結形 成 ト共 ニー一時下熱 シ食慾 充進、

全 身倦 怠 ノ去 ル者 モ1、2ア リタ リ。 省同液注射

14、5同 二達 ス レバ結節形成檜加 シ同時s其 結

節獲赤腫脹攣痛 アリテ化膿 ノ傾 向 テ示 ス患者多

キ ラ見 タリ。斯 ク ノ如 キ患者 バー般 二臨林所見

良好 二轄 ジ臥床 ニ アルモ ノハ起床 シ、外來通院

スルニ至 リ、 元氣同復 シ、 盒慾充進 ス、川0倍

液20同 注 射 スル・x至 レバ 注射 局所 ノ硬結 ハ増

大 シ、又化膿 ヲ現 ハ ス ト共 二熱 ハ降 リ赤 沈速 度

壌 病當時一比シ約払 ヒ逞祠 曄 臨漸 見

モー層良好 二轄 ズルニ 至 ル
.筒100倍 液10回

以 上 モ注射 テ重 ヌ レバ硬結及化膿 ハ著萌 トナ リ

塗 二潰瘍 二陥 ル、斯 ク化膿撒増加 シ潰瘍 テ生 ズ

ルニ至 レバー時的 ニモセ ヨ殆 ド病 症全治 シタル

ガ如 キ思 ヲ抱 カ シム。而 シテ盆慾檜進榮養良好

トナ リ打 診薯 診所 見共殆 ド認 メザルニ至 ル
、叉

タ咳漱熔疾鋏除 シ、 爲二喀疾 申結核菌 ノ謹 明困

難=n・至ル。 因 テ此 ノ期 ノ患者 ハ 初 メ1000倍 液

201司 .又.100倍 液20同 注 射 スル事 ヲ要 スルモ化

膿 撚 勅Bノ 爲 メ100倍 液10同 内外 一・・.テー 時申

止 ス7レ事 アリ.叉1000{1腋17、8同 位 ニ テモ化

膿 ヲ來 ス患者 多籔 アリタリ,而 シ尚 ホ注射 同薮

テt9シ 、100倍 液 注射 テ必要 ト信 ズ
.之 レ再凝 ヲ

防 グ目的 ナ リ.第2期 患"f・=テ ノ・1000倍 液 丈

gテ モ硬結又 ハ化膿 ヲ現 ハ シ易キモ100倍 液 テ

注 射 スレバ比較的速 々二化膿潰瘍 二陪 リ易 シ。

(ノ・)重症(第3賜 此 ノ期 ノ患者 ハ初 メ ヨリ

悪性 ノモ ノカ、叉 ハ費病2、3ケ 年或 ハ4、5年 以

上経過 後 ノモ ノ← テ、 中等症 ヨリモ其臨林所見

及 「レントゲ ンJ陰 影 明瞭全身貧血嚢弱甚 シ久

咳漱喀疫劇 シク厨 喀 血 ヲ來 ス、斯 クノ如 キ患

者 ノ大 多敷ノ、1000倍 液 二次 デ100倍 液30回 以

上注射 セ シモ硬結化膿 ナ ドハ起 シ難 ク、一時症

歌 軽快 セシ如 キモ豫後 ハ不 良ニ シテ途 二死 ノ韓

錦=テ取 ル、然 シ100倍 液注射30同 内外 二至 リ

テ漸 ク化膿 テ呈 スル2、3ノ 例 ヲ見タリ、而シ

テ、化膿潰瘍等 テ現ハスニ至 レバー般症状良好

二轄 ジ比較的長 ク其 ノ経過ヲ観察 シ得 タリ。

(二)末期 此 ノ期 ノ患者ハ肺 ノ璽靴 二止ラズ

主 トシテ喉頭、腹膜、腸、腎臓等二礎化ラ起 シタ

ルガ如ク其=等ノ併嚢矧 夫現 ル患者ニシテ1000

・倍液ハ勿論100倍 液注射各敷十同晶及 ブモ硬結

ザ 化膿潰瘍ノ・全 ク起 ラズ
、例 へ注射 ニ ヨノレ局所現

ノ・レ テ モ只硬結rト た リ2,3日 後 ニノ・滑失 ス。

、(6>「ワ クナー ル」注射 ・=.因ル熱及注射 局部

ノ反 慮 ト病 機 トノ關係

有熱 患者 ノ熱 ハ「ワ クナー ル」注 射 二因 リ左右 サ

.レズ、1000倍 液 注 射同撒1u同 内外 二至 レバ疾

病 固有 ノ熱 ハ下降 スルニ至 ル、 尤 モ患者 ニ ヨリ

注轍 一時極メテ鰍 仮 燃 様遠 ノデ稀ニ

ハ認 ムルモ決 シテ危憂 ノ要 ナ ク約一書夜位 ニ テ

反慮熱 ハ降 リ同時 二亦症病 固有 ノ熱 モ下 降 スル

ヲ見 ル、 因 テ例 へ 高熱持績 スル モ1000倍 液 及

100倍 液 ノ「ワ ラナー ル」ハ 此 シテ歎+同 纏 績注

射 シテモ病機 二悪=影響 ナ ク寧 ・多 ク ノ患 者 ノ・輕

快 ス。

(7)9ワ ク チー ル」注射 二因ル大人 ト小見 ノ

比較

病 機 ノ経過 二封 シテハ大人a比 シ小見 ハ 「ワグ

ナー ル」注射 ユ ヨリ比較 的早 ク治療 ノ傾 向 テ取

ルモ ノ・如 シ
。叉臨鉢的所見 モ概 シテ速 二良好

け 久 注射 局所 ノ硬結拉 一化膿 ノ煽 林 所見二

於 テ明瞭 ナル トキハ大入二比 シ早 ク、且 ッ明瞭

二現ハ ル ・ガ如 シ
、 又之 ト反封 二極 メテ初期 ノ

患者 ニノ・1000倍 液20回 以 上100倍 液13、4同

内外注射 スル モ硬結及 ビ化膿 ノ現 ハ レ難 キ者
、

之 レ又大人 二比 シ多 シ、其等 二於 テモ臨林所 見

ハ鼻 好 トナ リ、食慾壌瓜 榮養恢復 スル事 ノ・顯

著 ナル事實 トス。

載 「ワク ナール」注 射 二因 ル副作 用

「ワクナール」注射咽 リ注射局所噸 紘 時 ト シテ化撒 ノ・潰瘍 堆 れ
ノ外不快 ナノレ肋膜
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炎、肺炎、喀血、粟粒結核 ナ ドテ起 ス事 アル ト

云 フ報 告者 アルモ、余 ハ数年來800名 ノ患者 ・・=一

「ワクナール」テ注射 シ來 リ、 未 ダニ其 レニ基 因

シテ左様 ナル不快 ノ副作 用 ヲ起 シタ リト云 フ確

カナル症例 二 遭遇 セズ。 尤 モ 或症例 ノ如 キノ、

「ワ クナール」ヲ注射 セザル モ其経過 中二不快 ナ

ル前記症獣 ヲ俘 フ例 ハ時々遭遇 スルコ トア リ、

故 二之 ヲ「ワクナール」ノ罪 二蹄 スル能 ハザルナ

リ、且 ヅ又 「ワクナー ル」注射 中二 斯 ル 特饗性

ノ合併症 二遭遇 シテ モ注射 テバ1同 モ中止 セズ

績 行 シ來 レリ。而 シテ其 ノ結果ノ・決 シテ弊害 ナ 拶

キノ ミカ、却 テ不快 ナル併糞症状 即チ肺炎、肋

膜 炎 ノ如 キノ・良 キ縄過 ラ取 リタ リ。

次 二「ワ クナー ルJ注 射 二因ル硬結 ハ副作用 ナ レ

ドモ数果 ノ基礎 トナ ル モ ノニテ 注射局所 二硬

結、其 レガ時 トシテ化膿叉 ノ・潰瘍 トナル モ考慮

スル ノ必要全然 ナ シ。。余 ノ實験例殊 二結核症妖

7.

　

以上記述 セシ如 ク「ワ クナー ル」テ注射 シ治療 セ

シ患者 ノ内轄蹄、即 チ最後迄観察 シ得 タル激 ハ

231名 ニ シテ、 其 ノ患者 ノ種類 ノ・肺結核第1期

第2規 第3規 糊 及噸 腺結核腹鶴 楓

小見結核ナリ。

右患者 ノ内ニテ第1期 、第2期 及 ビ頸腺結核、

腹膜結核、小見結核患者ノ・1000倍 液 友 ビ100

倍液 ノ「ワクナール」注射ニテ大多敷ハ注射局所

と硬結及ビ化膿テ形成スル ト同時二疾病 ノ経過

進 ミタルモ ノニ在 テハ軍二硬 結二止 ラズ、化膿

叉 ノ、潰瘍 二陪 ル時二於 テ初 メテ全 身症歌 ガ良 キ

方 二韓 向 スルテ認 メタ リ。然 モ潰瘍 化膿 ノ顯 著

二現ノ、ル ・患者 中1期2期 ノ例 二在 テハ未 ダ死

ノ韓編 ヲ知 ラズ。又 「ワクナ・一ル」注射部 位 二

生 ズル化膿 ハ切 開 ナ ド施 サズ、 自開又 ハ吸吸 ヲ

待 チ穿 刺切 開 ナ ドラ施 サ ・"ルヲ可 トス.尤 モ潰

瘍 二陥 リタル時ノ、局所 二亜鉛化 「オソフ」油叉ノ、

肝油 「ワぜ リン」等 テ貼布 シテ治癒 テ待 ヅ、其間

ト錐fワ クナー一ル」ノ注射ハ強行 セリ。 此 ノ局所

化膿 ノ・結核死菌(「 ワクナー ル」用/二 基 ク良性限

局性結核結節 ノ乾酪憂 性化 二因 ルモ ノニ シテ化

膿菌 二由 ルニ非 ラザ レバ危憂 ノ要 ナ クー ケ所 ノ

化膿局部=於 テ普通約1ケ 月 内外 ニ テ僅 少 ノ疵

痕 ヲ残 シテ治 癒 スル故 二例 へ激10ケ 所 二 現 ノ・

ル ・トモ聯 モ危憂 ナキ テ信ズ.

「ワクナール」接種患者 ノ韓露

〆

良好 トナリ。治癒二向フ,第3期 及 ビ末期 ノ結

核患者 ノ大多藪ハ注射局所 ノ硬結及ビ化膿 テ生

ジ難 ク、症病 ノ経過又良好 トノ・云 ヒ難 シ。

今之 ラー括 シ第7表 二示 ス塵ヲ略言 スレバ肺赫

核第1期 及ビ第2期 ノ患者蚊二頸腺結核、腹膜

結核、小見結核ノ・「ワクナールJ1000倍 液注射・

一=.テ喰菌力檜加 シ筒ホ進 ンデ100倍 液注射ニテ

喰菌率一層増加ヲ認 メ同時二注射局所 ノ硬結及

ビ化膿テ現ノ・シ後 チ赤沈及ビ臨休所見共著 シク

第7表 「ワ クナ ール 」接 種 患 者 ノ轄 蹄

患者 ノ種類

肺結核第一期

肺結核第二期

肺結核第三期

肺結核末期

頸 腺 結 核

腹 膜 結 核

小 見 結 核

結節 ノミ形成シタ
ノレモ ノ

亡

タ
者

死

シ

ル

不
愛

者

良
好
者

治
癒
者

節
成
籔

結
形
者

ーf2233

90

【
35

一
30

一
3

一
3

一
15

90

25

ナ ジ

3

3

5

26

1

ナ ジ

1

1

2

シ

4

0

ナ

2

著

押

n
亙

4

シナシナシナ

ナシナ
{2

蒋万「2
シナシナ

一3

結節形成後化膿ヲ
呈シタルモ ノ

難離
22

86

5

ナ シ

3

3

10

18

蕊

良

好

者

4

26

2

ナ シ

2

1

3

治
癒
者

亡

タ
者

死

ヅ
ル

不
愛

者
40頑ナシナ

35シナジナ

マシナシナ
五

1
3
一9

五
募

万
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五
募

合

一不
攣
者

了

…

…

頂

好
者

一1-
51

3i

ナヨ
　

一臼一

計
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死亡
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ー
ナ ミ/
-
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}

30一
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量
25 戟一
30一
ナ シ
ξ

募際
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軽快 シ治癒 ノ傾向テ取 ル例 多シ、 然 シ第3期

(重症)及 ビ末期 ノ患者 ノ大多数ハ「ワクナールa

注射後ニテモ喰菌牽檎加セズ シテ、且ツ注射局

所 ノ硬結及ビ化膿 モ現ハ レ難 ク、臨林所見蛇二

赤沈等モ良好二韓 ジ難 シ。

叉余 ノ實験例中 ノ死亡ハ圭 トシテ重症者及 ビ末

期殊一他臓器二結核症 ラ併蛮 シクル者ナ リ。斯

ル症例パ ワクナール」使用圏外ニアルモ、其病

機 ノ纒過ユ如何 ナル影響 テ與 フルカラ知 ラント
や

、

欲 シ試用 シタルニ過 ギズ、 斯ル例二「ワクナー

ル」ヲ注射 スルニ殆 ド常 二注射局所 ノ硬結畠止

マルモ注射同撒多 ク、注射分量塘 ストキハ少敷

ナvド モ化膿テ來 シタル例 アリ6此 ノ注射局所

ノ化膿ハ比較的速 カニ清散 ス、其・ノ速 カナル晶

比例 シテ死 ノ韓鋸 モ概 シテ速ナ リ.叉 タ第3期

重症者ニシテ化膿 ノ長ク持績 スル者 アリ、斯ル

例ハ生命 モ亦比較的長 シ。ノ

縮括及ビ結論

「ワクナール」トハ人型結核菌テ特劉 ノ操作 ノ元

二殺 シテ製 シタル結核死菌免疫元 ナリ。之 テ皮

下二接種 スル事テ因テ接種部二良牲限局性結核

テ形成 シ、其 レ茜基キテ結核病 ノ治癒機韓 テ促

進 セシム1故 二本剤ハ嚢病豫防上其 ノ数果顯著

ナルノ・勿論皮膚關節腺結核 二封 シ治癒的成果ラ

著 シク牧 メ叉肺結核」於 テモ之ヲ病期 ノ初 メニ

使用スル程其 ノ数果 ノ大ナルテ知ル、爾ホ叉前

記陳述 シタル如ク此「ワクナールJテ早期二注射

シタル著郎チ初期第1期 患者ハ「レントゲン」爲

眞及 ビ臨躰所見 モ良好 二轄 ジ居 レ,リ.今 余 ノ経

瞼 シタル230名 二就 テ使 用 シタル方法 ト成績 ド

ラ概括 ス レバ次 ノ如 シ。

1。 「ワクナール」ノ・1000倍 液 テ20回 以 上及 ビ

100倍 液 ヲ10同 内外注射 スを 事e一 依 テマ ン ト1

一氏 「ヅA・"ルクリン」皮 内反慮ノ暢 性 二轄4ヒ スご

　 そ

且 ツ叉喰菌率増遙 スル事確實ナリ.

密 「ワクナール」ハ之 テ皮下二接種スルコ5a

因テ注射部位晶良牲限局性結核 タル硬結ヲ作 り

注射同数=注 射分量多 グ ル時ハ注射部位昌化

第8表 「ワPナ ーrVJif射 成 績 一一覧Sk

病名及病機

血 　

病機 鞭クL負
ナ 治

喰 菌 力 赤 ㌶沈 局所璽化
　一

不

鐘

樽 鏡

者

場 不
進1憂
者

減
少
者

州

遅ル

夏者

不 墳
憂 遙
者 者

牝

膿

硬

結

　 ㎜唖一 一 噺

治

癒 翻蒙愛籍
肺

結

核

第 一 期

銘 器C'1ナ鴇{ll
』 享ヨll 51'440115ナ シ ナ シ

第 ご 期

第 三 期

末 期

頸 腺 結 核38

腹 膜 結 核

薯寿蕪 描 簗諜i;
小 見 結 核

33

1510

ナ シ

5 鍔
3ナ シ ナ シ

132ナ シ

2

幽
6

3ナ シ 穫

9ナy5

2ナ シ ナ ミノ

10ナ シ ナ シ

死

薩
6

22

29

ナ シ

ナ ヅ

ナ シ

膿叉ハ潰瘍 ヲ作ル、斯ル患者ハ臨林的所兇軽快

シ結核菌二封スル喰菌率著 シク増進 シ赤血球沈

降速度減 ジX線 像減退又ハ消失 シ豫後概 シテ良

好ナ現 ・

1.「 ワクナー・ル」注射後注射局所二硬結時 トシ

テ化膿 スル事 アル㍉其 レテ考慮 セズ5--7日 ノ

間隔テ以 テ注射テ績行 シ注射量1ラ増 スコトヲ必

要 トス、 「ワクデー ル」注射 二因 テ症獣増悪又ハ

肋朦炎・肺炎・粟粒結楓 喀町等不快ナル副作

用 ラ起 シタル コ トナ シ.

L「 ワクナー ル」治療開始後4ケ 年 間 ノ調査s

由 テ見ル ト第8表 一:・一示 スク 肺結核 ハ第1期55

名 中治癒40名 軽 快15名 死 亡 ナ シ.第2期90

名 申治癒42名 輕 快41名 纒 過不髪1名
、死 亡6

∫
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初 期 患 者

荘

射

前

注

射

前

注

射

前

■ 、 女 。30歳 、 撮 影 、16年11月13日

結 核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 マ ン ト反 臆i
-25%30mm15mm

■ 、 女 。20歳 、撮 影 、15年11月22日

結核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 マ ン ト反 庶
一20i23mm10mm

雛

δ

■ 、 男 。16歳 、撮 影 、16年9月25日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 感
一18%20mm18mm

注

射 ・

後

注

射 一

役

注

射

麦了

■ 、 女 。31歳 、撮 影 、17年3∫120日
結 核 菌 喰 菌 肇
一70%

結'節無 数 、

赤 沈 マ ン ト反 磨
20mm16mm

化 膿 、4回

■ 、 女.22歳.撮1÷ 気17年3月10日
結核菌 喰菌傘
一65%

結節無数、

赤 沈 マ ン ト反磨
18mm10mm

化 膿 、7個

1》

艶

結核菌 喰菌卒
一70%

結節無職、

`'「嚇

ジ、…

■ 、 男 。17歳 、 撮 影 、17年3月12日

赤 沈 マ ン ト反 応
8mm20mm

化 膿 、1同
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初 期 患 者

注

射

一即

■ 、 男 。12歳 、 撮 影 、17年1月8日

結 核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 マ ン ト反 感
一25%50mm17mm

注

射

後

■ 、 男【12歳 、 撮 署多、17年3月11日

結 核 菌 喰 菌 傘 赤 沈 マ ン ト反 胞i
-36%18mm16mm

結 節 、7個

働 、

注

射

'
一「圃

■ 、 女 。30歳 、 撮 影 、15年2月15日

結 核 菌 喰萄 卒 赤 沈Yン ト反 唯
一18%40mm40mm

注

射

後

■ 、 女。31歳 、撮 影.!6年3月25日

結核菌 喰菌傘
一65%

結節無販、

赤 沈 マ ン ト反 応

8mm12mm

化 膿 、4個

注

射

前

■ 、 男。2δ 歳 盲打1越霞、16勾 三8月15日

結 核 菌 喰 蔚 卒 赤 沈 マ ン ト反 臆
_18g。48mm15mm

注

射

後

■ 、 男.29歳 、 掃}杉 、17年5月1こ 口

結核菌 喰菌率
一78%

結節無数、

赤 沈 で ン ト反 臆
15mm18mm

化 膿,7個
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初 期 患 者

{一1:

射 ・

南

_、 女 。20歳 、 撮 影 、16年12月27日

結核 菌 喰 菌 傘 赤 沈 マ ン ト反 態
一200035mm14mm

言.1三

射

後

■ 、 女.Z1歳 、 撮 影 、17年5月31日

結核菌 喰菌率
一68%

硬結大小無数、

赤 沈 マ ン ト反 胞.
10mm15mm

化 膿 、5個

注

射

前

注

射

前

■ 、 男。16歳 、 撮 影 、16年9月30日

結 核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 マ ン ト反 唯
一20・ 。6mm15mm

■ 、 男.35歳 、 撮 影 、16年8月6日

結 核 菌 喰菌 率 赤 沈 マ ン ト反 感
一28%22mm18{nm

注

射

後

注

射

後

■ 、 男。17歳 、季最景気17年3月15日

結 核 菌 喰 菌 傘 赤 沈 マ ン ト反 鷹
一45g。4mm17mm

結節 無 数(不 明瞭 、 化 膿 セ ズ

_、 男 。36歳 、 撮 影 、17年3月23日結核 菌 喰 菌 卒 赤
沈 マ ン ト反 惟

一85%10mm20mm

結 節 無 数(大 、、 化 膿5同
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初 期 患 者

注

射

前

注

射

前

注

射

前

■ 、 男 。26歳 、 撮 影 、16年6月4日

1.「1核菌 喰菌 率 赤 沈 マ ン ト反 感
一2n一, .6mm15mm

■ 、 女 。16歳 、 撮:杉、17年2月20日

結核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 ゴ ン ト反 磨
一13%10mm17mm

■.女 。16歳 、撮 影 、16年10月2」 日

結 核 菌 喰 菌 奉 赤 沈 マン ト反 慮
一18%50㎜18mm

注

射

後

住

射

後

注

射

後

瀬

■ 、 男。27歳 、 撮 影 、17年2刀17日
結 核 菌 喰菌 傘 赤 沈 マ ン ト反 応
一65%5mm17mm

縮 緬 無数 、 大 ナ リ、 化 膿10個 内外 ニ シテ潰 瘍

■ ・ 女。16歳 、撮 影、17年6月15日

結 核 菌 喰菌 率 赤 沈 マ ン ト反 慮
一70%Emir16

mm

硬 結 無 倣 二:/テ ノ・小 ア リ砒 膿4.5個 ニ シ テ 潰 瘍

■ ・ 女.17歳 、 撮 ・`気17年3月2日

結 核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 マ ン ト反 鷹
一68%20mm15

mm硬 纈 轍
ニ シテ 周 ・ア リ、化 膿6,7個 ニ シテ 大 ナ リ
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初 期 患 者

注

射

前

'弼
、

■ 、 男。30歳 、 撮 影 、16年10h20日

結 核 菌 喰 菌 傘 赤 沈 マ ンr反 慮

+15%18mm10mm

注

射

後

一4・

■ 、 男 。31歳 、 撮 影 、17年3月10日
結核菌 喰菌率
一15/

結 節無数、

赤 沈 マ ン ト反 晦6
mm12mm

化 膿 、1同

注

射

前

■ 、 男 。26歳 、撮 影 、17年2月20日

結 核 菌 喰 菌 奉 赤 沈 マ ン ト反 磨
_20%30mm15mm

注

射e

後
ト

■ 、 男 。26議 、撮 影 、17年3月20日

結核菌 喰菌率
_55%

結節7、

赤 沈 マ ン ト反 感
15mm15mm

未 ダ化 膿 セ ズ

注

射

前

穿

■ 、 女。15歳 、撮 影 、15年10月16日

結 核 菌 喰菌 奉 赤 沈 マ ン ト反 応
_20%20mm15mm

注

射

後 轟
繕

.㍉
な
ヒ

冒
銘

肝」

■ 、女.17歳 、 撮 影 ド7年3月10日

結核菌 喰菌傘
_50%

結 節無職、

赤 沈 マ ン ト反 応

7mm15mm

化 膿,4同
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注

射

前

注

射

前

初 期

欝 ン、崩
.幽 幽1.

郭 ビ

戦

馬...

薬
箋

垂
∵
璽

遮

　臨

■ 、 女。16歳 、 撮 影 、16年7月2E

結 核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 ラyト 反 磨
一35%50mln18mm

諸

鋳

.射

.

.・
鍔

■ 、 女 。20歳 、撮 影 、15年1.月10日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 応
一15%40mm17mm

患 者

注

射

後

注

射

後

凝 ・.

.■ 、 女.17歳 、撮 影 、17年2月20日
結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 応
一75/10mm20mm

結 節 無 数、 化 膿 、7個 ニ テ潰 瘍

■ ・ 女 。20歳 、 撮 影 、15年1月10日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 庶
一一955%10mm16

mm

硬 結 大 小 無 数、 化 膿 セ ズ

注

射

前

■ 、女。25歳 、撮影、15年1月10日

結核菌 喰菌率 赤 沈 マンr反 応
十30%36mm18mm

注

射

後

黒歯擁議 解離 鶉 魏
一75%

硬 結大 小 無数 、

20mm18mm

化 膿3,4個
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初 期 患 者

注

射

前

注

射

前

注

射

前

■ 、.女。37歳 、 撮 影 、15年11月21日

結 核 菌 喰菌 率 赤 沈 マ ン ト反 応
一15%2」mm10mm

■ 、男。20歳 、撮影、15年8月25日

結核菌 喰菌率 赤 沈 マン ト反応

十25%17mm20mm

■ 、 男 。23歳 、 撮影 、15年1月19日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 慮
一28%20mm15mm

陶

注

射

後

流

射

後

注

射

後

■ 、 女 。38歳 、 撮 影 、16年8月21日

結核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マン ト反 慮
一70%10mm10mm

結 節 無 数,化 膿](個 内 外 ニ シテ 潰瘍

■ 、 男 。21,撮 影、16年3月10日

結 核 菌 喰 菌 奉 赤 沈vン ト反 磨
十65%,5mm18れm

結 節 無 数 、 化 膿4,5個 ニ シテ潰 瘍

■ 、 男 。25歳 、 撮 影 、17年2月10日

結核 菌 喰 菌 卒 赤 沈_?ソ ト反 慮
一75%6mm15mm

結節 無 数 、 化 膿10個 内 外 潰瘍
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初 期 患 者

鋸
前 事
.

注

射

前

注

射

前

■ 、 男 。34歳 、 撮 影 、15年12月14日

結 核 菌 喰菌 率 赤 沈 マ ン ト反 唯
一25%20mm18mm

注矯

射

後

■ 、 男 。35歳 、 撮 影 、15年11月15日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈4ン ト反 応
一20%20mm19mm

■ 、 女 。44歳 、 払量最多、16年10∫121日

結核 菌 喰菌 卒 赤 沈 マ ン ト反 応
一10%15mm15mm

注

射

後

注

射

後

■ 、 男。36歳 、 撮 影 、17年3月18日

結 核 菌 喰 菌 牽 赤 沈 マ ン ト反 応
一60%4mm18mm

結 節 無 数 、 化 膿3,4個 ニ シ テ潰瘍

■ 、 男,36歳 、撮 影 、16年3月19日

結核菌 酸菌率
一45%

結節 無数、

赤 沈 マ ン ト反 磨
5mm19mm

化 膿 セ ズ

■ 、 女 。45歳 、 撮 影 、17年3月20日
結 核菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 磨
一30%10mm15mm

結 節 数 個 、 化 膿 セ ズ
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初 期 患 者

注

射・

前

注

射

前

■ 、 男。26歳 、 撮 影、17年3月6日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反鷹
一15%3mm18mm

■ 、 男,11歳 、‡最最多、16年11月5日

結 核 菌 喰 菌 傘 赤 沈 マ ン ト反唯
一10mm

注

射

後

」

射

後

∫1ヅ副 管
,

■ 、 男。26歳 、撮 影 、17年6月11日

結 核 菌 喰菌 率 赤 沈 マ ン ト反 磨
一45%2mm17mm

結 節 無 扱、 化 膿5個

■ 、 男 。12歳 、 撮 影 、17年3刀eE

結 核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 マ ン ト反 磨

結 節4,5個 、 小 ナ リ、 化膿2固
唾

留

注

射

前

■ 、 男 。と4歳 、 撮 影 、15年9月21日

結 核 菌 喰菌 奉 赤 沈 マ ン ト反 鷹
一15%3mm14mm

注

射

後

■ 、 男。25歳 、撮 影 、16年3月11日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 唯
一60%2mm15mm

結 節 無 徽 、 化 膿 セ ズ

6、
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初 期 患 者

注

射

前

■ 、 男 。18歳 、 撮 影 、17年1.月29日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 応
一15%13mm18mm

注

射

後

■ 、 男 。18歳 、撮 影 、17年7月10日
結核菌 喰菌率
一70/

結 節大小無鍛、

赤 沈 マ ン ト反 慮
3mm20mm

化 膿10同 内外

注

射

前 ';漁
・

、灘
髪ノ

1縦 「1

一 鞘

曙

一 、 男。16歳 、撮 影 、17年2月10日

結 核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 マ ン ト反 応
一10g。10mm15mm

注

射

後

■■6男 。16歳 、 撮 影 、17年7月15日
結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マン ト反 応
一55%3mm16mm

結 節 無 数 、 化 膿3、4回

葛譲

4

鴻

注

射

前

i

■ 、男。21歳 、撮影、15年4月5日

結核菌 喰菌率 赤 沈 マント反応

十30%30mm18mm

注

射

後

■ 、男.22歳 、撮影、16年3月29日
結核菌 酸菌卒 赤 沈 マント反鷹

結節無数、 化膿4回



桑 原 論 文 附 圖(11)

中 等 症 患 者

注

射

前

注

射

前

注

射

前

_、 男。47歳 、撮1訟16年10月3日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈7ト 反 晦

十十389667,m17.5mm

■ 、男。16歳 、濃彩、16年5月1日

結核菌 喰菌傘 赤 沈 マント反磨

十十40%24mm13mm

■ 、 男。18歳 、撮影、15年5月15日

結核菌 喰菌率 赤 沈 マンr反 応

柵35%70.5mm20mm

注

射

後

法

射

後

注

射

後

■■鳳 男。18歳 、 撮 影 、17年4月30日

結核 菌 喰 菌 奉 赤 沈7ソ ト反 慮
一80%6 .5mm17mm

結 節 無 数 ニ シテ大 ナ0,
化 膿10個 内外 ニ シ テ潰 瘍

■ 、 男 。17歳 、撮 影,17年2月13日

結 核 菌 喰 菌 卒 赤 沈Yソ ト反 庶
一75%11mm14mm

結 節 無 籔 ニ シテ大 ナ リ、

化 膿10個 内 外 ニ シ テ潰 瘍

渉
陵ン.』

■ 、 男 。19歳 、 撮 影 、16年3月20同
結 核 菌 喰 菌 奉 赤 沈 マ ン ト反庶
一88%23mm20mm

結 節 無 数 ニ シ テ大 ナ リ、
化 膿14個 ヲ認 メ潰瘍 約3ケ 月後 治癒 ス
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中 等 症 患 者

注

射

昌同

注

射

』目

注

射

"即

■ 、男。18歳 、撮影、16年11月29日

結核菌 喰菌率 赤 沈 マン ト反旛
什38%80mm24mm

■ 、 男 。22歳 、 撮 影 、15年8月10日

結 核 菌 喰 菌 肇 赤 沈 マ ンt反 慮

十十45%50mm10mm

■ 、女。17歳 、撮影、16年3月9日

結核菌 喰菌率 赤 沈 マント反癒
十}38%35mm20mm

注

射

後

住

射

後

注

射

後

■ 、 男。19歳 、撮 影 、1i年6月18日

結核 菌 喰菌 率 赤 沈 マ ン ト反 晦
十50%27.7mm24mm

結 節 藪10個 ニ シテ大 ナ,;、 未 ダ治 療 中

化 膿1,2個 位 ニ シテ 明瞭 ナ ラ ズ

■ 、 男。23歳 、 撮 影 、17年3月21日
結 核 菌 喰 菌 傘 赤 沈 マ ン ト反 慮
一80%10mm15mm

結 節 無 数 、 化 膿19.5個 ニ シテ潰 瘍

・議
磁 .

結核菌
十
喰菌傘
85i

結節無敗 化膿10個 内外ニ シテ潰瘍
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中 等 症 患 者

注

射

前

一 、男。34歳 、撮影、16年7月21日

結核菌 喰菌率 赤 沈 マント反旛

十40%30mm15mm

注

射

後

裳
繍
姻餐

影、

一 、 男。35歳 、 撮 影,17年3月10日

結 核菌 酸 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 臆
一75%8mm18mm

結 節 無数 、 化 膿10個

注

射

前

犀

一 、男。32歳 、撮影、16年3月29日

結核菌 喰菌率 赤 沈vン ト反庶

十14mm10mm

注

射

後

一 、 男 。33歳 、撮 影 、17年3月10日

結 核 菌 喰 菌 率'赤 沈 マ ン ト反 晦
一75%8mm13mm

結 節 無 籔 、 化 膿3個

蓉

注

射

前

記コン

■ 、 男 。16歳 、撮 影、16年6月26日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 唯
一25g。45mm18mm

注

射

後

一 、 男 。17歳 、 撮 影 、17年1月29日

結核菌 喰菌率
一78%

結節 蕪藪、

赤 沈 マ ン ト反 鷹

4m11、15mm

化 膿13個
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中 等 症 患 者

注

射

前

:■ 、 男。45歳 、撮 影 、15年12月12日

結 核 菌 、 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反感馬十
140%35mm17mm

注

射

後

熈渦輪 撮㍊甥 農
_55%10mm18mm

結 節 無数 、 大 ナ リ、 化 膿 ナ シ



桑 原 論 文 『附 圖(15)

重 症 患 者

注

射

前

注

射

前

注

射

前

■ 、 女。27歳 、 撮 影 、15年3月3日

結核 菌 喰菌 率 赤 沈 マ ン ト反 臆

帯35・ 。65mm20mm

■ 、男。28歳 、撮影、15年80月19日
結核菌 喰菌率 赤 沈 マント反感

柵45%40mm18mm

■ 、 男 。25歳 、撮 影 、15年15月16E

結 核 菌 喰 菌 卒 赤 沈 マ ン ト反磨
_25%12mm13mm

注

射

後

注

射

後

{li

射

後

■ 、 女,29歳 、撮 景ち、17年2月6日

結 核 菌 喰 菌 傘 赤 沈 マ ン ト反 磨i
-80%20mm20mm

結 節 無吸 ニ シ テ大 ナ リ、

化膿 又20個 内外 ア リテ潰 瘍

■ 、 男30歳i、 撮 影 、17年3月23日
結 核菌 喰 菌 奉 赤 沈 マ ン ト反 感
一80%8mm18mm

結 節無 数、 化 膿10個 内 外潰 瘍

■ 、 男。27歳 、 撮 景多、17年3月10日

結核 菌 喰菌 率 赤 沈 マ ン ト反 応
一78%6mm15mm

結 節 無 敷 、 化膿20個 内 外 潰瘍



桑 原 論 文 附 圖(1←)

重 症 患 者

注

射

前

■ 、 男。31歳 、.撮影 、16年5月3日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 慮
一42%48mm24mm

注

射 ・

後

■■庭 男 。32歳 、 撮 影 、17年3月15日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 旛
一74%13mm26mm

結 節 無数 、 化 膿10同

注

射

前

■ 、女。19歳 、撮影、16年8月7日

結核菌 喰菌傘 赤 沈 マント反慮

柵39%55mm14mm

注

射

後

■ 、 女 。2⑪ 歳 、 撮 最多、17年6月16日
結核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 旛
一78g 。35mm15.5mm

結 節 無数 、 化膿13個

注

射

前

■ 、男。20歳 、撮影、15年6月4日

結核菌 喰菌卒 赤 沈 マント反応

柵42%45mm8mm

注

射

後

幕・ 男 。21歳 、 撮 影 、16年3月11日菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 懸
十75%
結節 無敗、

35mm10mm

化 膿 無 数

袴
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射

前

重 症

■ 、男。19歳 、撮影.16年11月9日

結核菌 喰菌奉 赤 沈 マント反慮

柵40%65mm18mm

注

射

後

患 者

・.灘 鬼

■ 、 男.20歳 、撮 影 、17年3月8日

結核菌 喰菌卒

十50%

結節無数、

赤 沈 マ ン ト反応

40mm18mm

注 射施 行 中

「

.勾

毒

毒

1
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小 見 結 核 患 者

注

射

前

■.男.io歳 、撮影、16年6月6日

結核菌 喰菌傘 赤 沈 マント反感
十35%40mm20mm

注

射

後

_、 男.1]歳 、 撮 最多、17年3月19日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈 マ ン ト反 慮
一80ρ 。50mm20mm

結節 無 数、 化 膿10回

注

射

前

■ 、 男 。2歳 、撮 影,16年7月30日

結 核 菌 喰 菌 傘 赤 沈 マ ン ト反 晦

17.5mm

注

射

後

■ 、男。3歳 、撮影、17年3月13日

結核菌 喰菌奉 赤 沈r・ ソト反騰

20mm

結節無数、 化膿無数

注

射 ・

前

'

:ご・・.押ド.

、.・2'

・'購1}「耀

■ 、 男。6歳 、 撮 影 、17年2月7日

結 核 菌 喰 菌 傘 赤 沈r・ ン ト反 応

18mm

㎝霧

鐘

注

!身

後

■ 、男.6歳 、撮影、17年6月7日

結核菌 喰菌率
一

結節少数、

赤 沈 マ ン ト反 感

19mm

化 膿 セ ズ
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小 見 結 核 患 者

注

射 ・

一隅

■ 、 女。8歳 、撮 影 、17年7月7日

結核 菌 喰菌 奉 赤 沈 マ ン ト反 臆

十23ク ゥ55mm5mm

注

射

後

■ 、 女 。9歳 、撮 影 、18年12且25日

結 核 菌 喰 菌 率 赤 沈r・ ソ ト反 騰i
-68%30mm8mm

結 節 無 轍 、 化 膿7個

注

射

前

■ 、 男。10歳 、撮 影 、17年1月10日

結核 菌 喰菌 率 赤 沈 マ ンr反 磨
_15%50mm18mm

注

射

後

■ 、 男.10歳 、 撮 影 、17年3刀20日

結核菌 喰菌卒
一55%

結節3,4個

赤 沈r・ ン ト反 慮
20mm20mm

注

射

前

■ 、 女。12歳,撮 影、16年9月28日

結 核菌 喰菌 卒 赤 沈 叩 ン ト反 慮
一18%28mm18mm

注

射

後

■ 、 女,13歳 、 摘}曇彦、17イ 「4月10日

結 核 菌 酸 菌 率
一70・ 。

結 節 無 数 、

赤 沈 マ ン ト反 晦

10mm17mm

化膿6個
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名(此 レハ注射部 二硬結 ノミテ現ノ・シタル患者)

第3期 及 ビ重症、 末期69名 、中 死 者51名 不痩

10名 軽 快8名 ナ リ。

1・ 「ワクナールJ使 用方法

1000倍 液 ヨリ始 メ100倍 液 一・=一達 シ其 ノ中途硬

結化膿 ヲ起 ス事 アル モ之 ヲ考慮 セズ綴緬注射 ラ

施行 シ洛 液共20剛 上注射 スル 卦 穆 シ

ト ス。

ノ

1.小 見 二於 ケル「ワクナール」注射ハ大入 …比

シテ豫防的 ニモ治i療的 ニモ早期 二宥 フヲ良 シ ト

ス、且 ッ反癒熱其他 ノ副作用 ナ シ。

1.「 ワクナール」注射 ニ ヨリ硬結 ハ勿論例 へ其1

撒 ノ化膿 ヲ起 スモ執務 二差支 ナ シゆ

以上 ノ實験研究 ハ晶川健康相談所前所 長石津博

士 ノ御協力 テ深謝 ス。




